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アビームコンサルティングのIT組織戦略策定サービス
アビームコンサルティングのIT組織戦略策定サービスは、総合コンサルティングファームならではの豊富な業界ナレッジをもとに、貴社の状況を踏まえた
上で、柔軟かつバランスの取れたIT組織体制・役割案と組織改編ロードマップをご提案します。

今や企業においてIT組織は、既存の業務内容であった基幹システムの構築・保守運用
にとどまらず、売上増大への直接的な貢献など、企業のビジネス目標達成と連動する
活躍が期待されています。
一方、多くの企業においてはビッグデータ解析、デジタルマーケティング、AI、IoT等、
新技術の発展に対応した組織戦略、体制の構築について充分であるとはいえません。
IT部門が行うべき業務と役割責任の定義、それを推進するためのIT人材の確保・育成
に向けた戦略立案、また、役割責任を果たすためのIT部門のルール・プロセスの定義、
IT組織検討、組織改編ロードマップは、企業のビジネスにおけるさらなる躍進を強力に
支援します。

IT Organization Strategy Service

デジタル時代に求められる、次世代のIT組織の姿を描けていますか？

IT組織戦略策定サービス

次世代の
IT組織の形

ルール
・プロセス

役割・体制

IT人材

企業を取り巻く状況

ビジネスに貢献するIT 部門への変革が求められている

IT 組織戦略の必要性IT 部門に求められる新たな役割

競争力強化・スピード化 ITによる売上増大への直接的な貢献

国際化・コンプライアンス グローバル・ITガバナンスの体制強化

デジタル /技術革新 ビジネス・イノベーションの創出

顧客視点 /ステークホルダー拡大 顧客サービスの質的な向上

システムの複雑化 ビジネス起点で策定する次世代 IT 基盤

新たな
役割

新たな
スキル

新たな 
活動指針

・新たな役割の整理
・実行体制の構築

・人材像の変化
・人材獲得と育成

・IT 活動オペレーション
・IT 活動モニタリング

弊社の考える解決の方向性

•

IT 部門が抱える課題 弊社の考える解決の方向性

IT部門は、業務の負荷が増大しており、ビジネス/業務への貢献に対して
十分なリソースを割くことができていない
IT部門は、従前のシステム開発・運用を中心とした役割であり、ビジネスに
直接貢献する組織役割となっていない

IT部門の果たすべき役割を明確にし、よりビジネスに貢献する業務にリ
ソースを配置
ビジネス目標を達成すべくIT部門の基本理念を明確にし、役割にあわせ
たルール・プロセス、必要なIT人材像を定義

• •

解決ステップ

Step1：現状分析
ITの経営価値を踏まえた基本理念の
明確化

Step2：あるべき姿の策定
基本理念に基づき、役割・体制/ルー
ル・プロセス/IT人材の定義

Step3：ロードマップ策定
あるべき姿を実現する施策の具体化、
ロードマップ策定

経営戦略や事業戦略との整合が図られ
たIT部門の基本理念 を明確にする

基本理念に基づき、IT部門が果たすべき
役割を明確にした上で役割・体制、ルー
ル/プロセス、IT人材（スキルなど）を定義
する

現状とあるべき姿のギャップから確認さ
れた課題に対する施策を具体化する

施策実施の優先度・担当を定義の上、
ロードマップを策定する

• • •

•

IT部門が抱える組織戦略・体制課題を解決するためには、ITの経営価値を踏まえた基本理念（Mission、Vision、Value）を明確にし、基本理念を
基に組織構造・役割分担を定義し、適切に機能させる仕組としてルール・プロセスと実行するIT人材を定義することが重要であると考えます。

•
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IT組織戦略策定サービス概要
本サービスは、アビームが持つIT組織モデルを活用して、ビジネス/事業に貢献する次世代IT部門のあるべき姿を検討し、IT組織改革を実現する
サービスです。
経営からのIT部門への期待やIT部門が抱える現状課題を踏まえたうえで、次世代IT部門のあるべき姿（ミッション・ビジョン、組織構造/役割分担、
ルール/プロセス、IT人材像）とそのロードマップを策定します。

ITミッション・ビジョン 体制・役割分担とIT 人材像 改善施策

IT 組織活動状況 IT 部門タスク一覧 組織改編ロードマップ

•業務標準化を目的としたパッケージ導入が、業務
標準化が進まない（個別業務が散見）

•システム/データ維持の役割があいまいで導入後に
全体整合性が崩れている

•システム導入後のユーザ教育などユーザサポートが
貧弱で効果的に利用されない

•パッケージ導入で標準定義すべきものを明確化するとともに、
標準化を維持する体制(会議体など)、ルールを整備し、
導入担当/部署など異なっても、データ・機能など整合性を確保

•総期間3～5ヶ月程度で初回導入する。
•スムーズに展開するため、パイロットユーザ部署を選定し、標準ル
ールの試行・内容調整を行う。

•フィードバックに基づいて標準ルール・プロセスを調整する。

•パッケージ導入における標準定義すべきものを
明確化し、展開・追加開発の整合性を確保する

•パッケージ標準化維持のためのルールを定義し、
IT部門/ユーザ部門の役割を明確化する

•導入後のユーザサポートプロセスを整備する

パッケージ導入標準化Ⅲ 施策イメージ

導入方針

背景(課題)

施策ゴール

取組内容

• パッケージ導入標準ルールとプロセスの整備完了
• ユーザサポートプロセスの整備完了

A部署導入

標準化対象
ユーザIF (画面、帳票)
システム連携方針
カスタマイズ方針
データ方針
(マスター/データ構造)
作業分担 (ユーザ/IT)

︓

標準化維持体制 (会議体含む)

B部署導入

整合性確保
(マスタメンテナンスなど)

標準化維持
(カスタマイズ判断など)

サポート
(導入支援/
トレーニングなど)

2. 標準定義
標準化方針

・一元管理すべきもの
・共通手段が必要なもの
・共通認識が必要なもの

1. 標準化維持体制
体制整備
・プロセス
・体制

•ユーザ部門からの改善要望、障害対応など多数
のシステム変更案件があり対応しきれない。

•ユーザ部門にて案件の状況の把握困難
（進捗状況、着手予定、完了予定等）

•案件管理フレームワーク(プロセス、体制、KPI)を標準化し、
明確な基準による案件優先度で案件を適正にマネジメントする。

•現状案件を早期に一覧化し、ユーザ部門に開示
•並行で案件管理フレームワークを整備し展開準備
•パイロットシステムで先行導入し、ユーザなどのフィードバックに
基づいてKPIやルールを調整

•案件受付、対応準備、案件実行、モニタリングの
サイクルに関するフレームワークや会議体を明確化

•効果/難易度/緊急度/コスト等を優先順位付け
KPI化

•案件進捗状況の可視化、ユーザへの開示

IT案件管理プロセス導入Ⅱ 施策イメージ

導入方針

背景(課題)

施策ゴール

取組内容

• 全社IT案件管理ルールとプロセスの整備完了
• ユーザ部門への案件情報開示

受付 優先度
評価

対応
準備 実行 リリース 完了

案件リポジトリ

優先度KPI
1. フレームワーク化
案件管理標準
・プロセス
・体制
・KPI

2. 案件可視化

リポジトリ/開示

マネジメント/モニタリング 体制・会議体

・一元管理
・ユーザ部門に開示

ユーザ部門

案件ステータス

IT推進部署業務実施状況（SGVおよび業務委託者除く）

IT戦略立案

IT戦略実行マネジメント

IT企画(GV案件）

IT企画（職能案件）

プロジェクトマネジメント（職能案件）

業務システム導入（Co.案件）

IT企画評価（職能案件）

IT企画評価（Co.案件）

セキュリティ

グループ会社支援

事業戦略立案

事業戦略評価

IT戦略評価

IT基盤・構築・維持・管理

IT企画（Co.案件）

プロジェクトマネジメント(GV案件）

プロジェクトマネジメント（Co.案件）

業務システム導入(GV案件）

業務システム導入（職能案件）

IT企画評価(GV案件）

IT活用

IT保守・運用

共通業務

システム監査

1.0

2.0

3.0

4.0

1.0 1.5 2.0 2.5 3.0
関与度合

深
さ

*1 関与度合は、社内、社外委託を問わず、自組織にその機能を有しているか、一部有しているか（協業）、有していないか（委託）の3段階とした。
*2 深さは、１．個人レベルで一部実施、２．個人レベルで深く実施、３．組織レベルで一部実施、４．組織レベルで深く実施の４段階とした。
※ 業務量は全社としての業務全体を現すよう業務委託分の工数も含めて算出した。

関与度合*1

深さ*2

業務量

作
成
物
イ
メ
ー
ジ

全体アプローチ

Step1： 現状分析 Step2 ： あるべき姿の策定 Step3 ： ロードマップ策定 Step4 ：
IT部門の機能設計

現状の事業戦略、ITビジョン・ミッ
ション等を分析。
経営・IT部門に現状IT部門の課題・
期待等をヒアリング。
現状のIT部門の課題を明確化。

IT部門の現状課題から施策を策定。
アビームの知見をもとに、IT部門の
あるべき姿をディスカッション。
IT部門の現状と、あるべき姿の
ギャップを分析。

課題から抽出した施策と、IT部門の
現状とあるべき姿を比較した結果か
ら、あるべき姿を実現する施策を具
体化。
各施策をいつ・だれが実施するのか
明確にし、ロードマップを策定。

本サービスの対象範囲
Step5 ： 
施策の実施

構想策定で抽出した施策の内容を
詳細化して、実行計画を立案。
必要に応じてIT部門の機能設計を
実施。
あるべきIT部門の姿に向け、施策を
実施。

IT部門が果すべきミッションと将来目指すべ
きビジョンを、基本理念として定義します。

IT業務の遂行に必要な組織体制とIT人材像
をマトリックスにより整理し、役割分担を明確
にします。

あるべき姿の実現に向けた各施策について
ゴール・効果・取組内容など施策内容を具体
的に記述します。

IT部門が担っている業務および業務量・関与
度合いなどを可視化し活動状況を定量的に
把握します。

IT部門が担う全業務をマップイメージで整理
し、カバー範囲を把握します。

改善施策の優先度・関連性を踏まえ、施策実施
スケジュールをロードマップとして策定します。
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